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入間東部地区事務組合消防団運営交付金運用に関する手引 

 

令和５年３月３日策定 

 

第１ 総則 

１ 趣旨 

  この手引は、入間東部地区事務組合消防団運営交付金交付要綱（平成３０年

訓令第７８号。以下「訓令」という。）の定めるところにより当組合消防団に

対し交付された消防団運営交付金（以下「交付金」という。）の運用に関し必

要な事項を定めるものとします。 

 

２ 運営交付金の使用目的 

  交付金は、訓令第１条に定められているとおり消防団の健全な運営及び消防

活動の推進を図り、当組合の消防行政の発展に寄与することを目的に「消防団

の運営に要する経費の一部」として使用することとします。 

 

３ 運営交付金の交付対象 

  交付金は、上記「２ 運営交付金の使用目的」に記載のとおり消防団の運営

に要する経費の一部として各消防団単位に交付されるものとなっており、各分

団単位に交付されているものではありません。 

 

４ 運営交付金の額 

 (1) 交付金の額は、訓令第２条第１項の規定により年額として毎年度４月１日

現在における各消防団の基本団員の実員数を、同条第２項の規定により次に

定める消防団員の区分に応じ、当該区分に定める算定基準額に乗じて算出し

決定しています。 

  ア 団本部に所属する団長、副団長及び分団長の階級の消防団員 ３６，０

００円 

  イ 団本部に所属する分団長を除く分団長、副分団長、部長、班長及び団員

の階級の消防団員 ３０，０００円 

  ウ 消防団長から機関員としてあらかじめ承認を受けた消防団員 １０，０

００円 

 (2) 訓令第２条第３項の規定により休団中の基本団員には、当該休団期間中に

おける交付金は交付しないものとしています。 

 

５ 運営交付金の負担元 

  交付金は、当組合において毎年度定められている一般会計予算の「消防費→

非常備消防費→各消防団費」から支出されており、当組合の一般会計予算は各
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構成市町が負担していることから、各構成市町の負担により交付されています。 

 

６ 運営交付金の使用期間 

  交付金の使用期間は、訓令第２条第１項において交付単位を「年額」と規定

していることから、当該交付金を交付された会計年度（毎年４月１日から翌年

３月３１日までの１年間）となっています。 

 

７ 運営交付金に係る事務手続の過程 

  交付金にかかる事務手続の過程については、次のとおりです。 

 (1) 交付申請及び交付決定 

   消防団長は、管理者に対し訓令第４条の規定により毎年度「消防団運営交

付金交付申請書」を提出し、管理者は、交付申請があった場合、その内容を

審査して交付金の交付を決定したときは、訓令第５条の規定により「消防団

運営交付金交付決定通知書」を消防団長に通知します。 

 (2) 交付請求 

   消防団長は、交付の決定を受けたときは、管理者に対し当該交付金の請求

（任意書式による請求書）を行います。 

 (3) 変更申請及び変更決定 

   消防団長は、交付決定の内容を変更しようとするときは、訓令第６条第１

項の規定により「消防団運営交付金変更申請書」を提出し、管理者は、変更

申請があった場合、その内容を審査して交付決定額の変更を決定したときは、

同条第２項の規定により「消防団運営交付金変更決定通知書」を消防団長に

通知します。 

 (4) 実績報告及び確定 

   消防団長は、交付金の使用に係る会計年度において消防団の運営に係る事

業が完了したときは、当該運営を完了した日から３０日以内に管理者に対し

訓令第７条の規定により「消防団運営交付金実績報告書」に必要な書類（各

所属における運営交付金管理簿その他の必要な書類）を添えて報告し、管理

者は、実績報告があった場合、その内容を審査して運営交付金の額を確定し

たときは、訓令第８条の規定により「消防団運営交付金確定通知書」を消防

団長に通知します。 

 (5) その他 

   管理者は、消防団が交付金を使用目的以外に使用した場合及び交付決定の

内容に違反した場合は交付決定の全部又は一部を取り消すことができるほか、

交付金を確定額以上に交付しているとき又は運営交付金を取り消したときは

当該交付金の返還を消防団長に命じます。 
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第２ 事務手続 

１ 作成者 

  訓令第４条の規定による消防団運営交付金交付申請書及び訓令第６条に規定

する消防団運営交付金変更申請書並びに訓令第７条に規定する消防団運営交付

金実績報告書については、訓令の定めるところにより消防団長が作成してくだ

さい。また、交付決定後における請求書も消防団長が作成するものとします。 

 

２ 交付申請 

  消防団長は、毎年度４月１日付けで訓令に定める消防団運営交付金交付申請

書（様式第１号）に必要事項を記入して事務局に提出してください。 

   なお、「２ 申請内訳」の「団員」の人数には団本部に所属する「団員」

の階級の消防団員も含めてください。また、「機関員」の人数は分団ごとに

２人承認されていることから分団数に「２」を乗じた人数となります。 

 ※ 訓令第２条第３項の規定により入間東部地区事務組合消防団条例（平成３

０年条例第５８号）第８条第１項の規定により勤務を休止（以下「休団」と

いう。）している消防団員は交付金額の算定に不算入となっていることから、

申請時において所属内に休団中の消防団員がいる場合は申請書の作成に留意

してください。 

 

３ 交付決定 

  管理者は、消防団長から消防団運営交付金交付申請書の提出があったときは、

その内容を審査し、交付金の額を決定して消防団運営交付金決定通知書（様式

第２号）により消防団長に対し当該交付金の額の決定を通知します。 

 

４ 交付金請求 

  消防団長は、管理者から消防団運営交付金交付決定通知書を受けたときは、

この手引に記載の消防団運営交付金交付請求書（資料参照）を参考に任意書式

で作成して事務局に提出してください。また、当該請求書の確認のため、各所

属の振込先を確認する書類（支払金口座振替依頼書及び振込先が明記された通

帳の写し）を併せて提出してください。 

  なお、当該書類を確認後、事務局において当組合が使用する財務会計システ

ムに振込先口座情報を登録しますので、当該口座情報は、書類提出後は絶対に

変更しないでください。このことから口座名義人に変更がある場合は、当該書

類の作成前に変更を完了してください。 

 

５ 変更申請 

  消防団長は、交付決定を受けた交付金の額に変更（年度の途中に所属消防団

員が休団するなど算定人数に変動がある場合）があるときは、消防団運営交付
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金変更申請書（様式第３号）を作成して事務局に提出してください。 

  なお、当該書類の審査後に管理者から消防団運営交付金変更決定通知書（様

式第４号）を受けたとき、交付金の戻入がある場合は、戻入額を現金で速やか

に事務局に提出してください。戻入金の受領後、事務局において当該戻入金を

支出元に戻入します。 

 ※ 年度途中に休団した消防団員がいる場合は、変更申請が必要となります。 

 

６ 実績報告 

  消防団長は、交付金の交付対象となる会計年度において消防団の運営に係る

事業が完了したとき（３月３１日が最終）は、当該事業の完了した日から３０

日以内（４月３０日期限）までに消防団運営交付金実績報告書（様式第５号）

を作成し、各所属における運営交付金管理簿その他の審査に必要な書類を添え

て事務局に提出してください。 

  なお、交付金に返還がある場合は、消防団単位で返還額を取りまとめて現金

で事務局に実績報告と併せて提出してください。返還金の受領後、事務局にお

いて当該返還金を構成市町に返還します。 

 

７ 交付金確定 

  管理者は、消防団長から消防団運営交付金実績報告書及び関係書類の提出が

あったときは、その内容を審査し、交付金の額を確定して消防団運営交付金確

定通知書（様式第６号）により消防団長に対し当該交付金の額の確定を通知し

ます。また、訓令第１０条第１号の規定により確定した交付金の額を超える交

付金が交付されているときは、期限を定めて交付金の返還を求めます（実績報

告書の提出時に返還金が併せて提出されている場合を除きます。）。 

  なお、審査を行う中で交付金の使途に疑義が生じるときは、消防団長に対し

その内容を確認し当該報告の修正を求める場合があります。 

 

８ その他 

 (1) 交付決定の取消し 

   訓令第９条の規定により、消防団が交付金を他の用途に使用し、又は交付

金の交付決定の内容に違反したときは、交付決定の全部又は一部を取り消す

場合がありますので留意してください。この場合において、既に交付金を他

の用途に使用しているときは、当該使用額の返還を求めます。 

 (2) 運営交付金管理簿の作成 

   交付金の交付対象は、各消防団単位となっていますが、交付金の運用上、

当該交付金は各所属（団本部及び分団単位）に分配（所属人数により額を算

定）されています。このことから、各所属において当該会計年度における管

理簿を作成してください。この場合において、経理責任者は、各所属の長
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（消防団長又は分団長）とします。 
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※ 赤字記載のものが、消防団が行う事務となっています。 
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第３ 運営交付金の使用 

１ 使途項目 

  交付金の使途（支出した目的）は、訓令第３条の規定により「消防団の運営

のために要する経費」に充てなければなりませんが、その具体的な項目につい

ては、次のとおりです。 

 (1) 交際費 

 (2) 備品購入費 

 (3) 消耗品費 

 (4) 食糧費 

 (5) その他の経費 

 

２ 項目別使用方法等 

 (1) 交際費 

   交際費は、各所属の消防団員が、当該所属の利益のために当該所属を代表

して外部とその交渉を行うために要する経費です。具体的には、公益財団法

人埼玉県消防協会入間東部支部長（以下「支部長」という。）、各消防団長、

他の行政機関又は外部団体の長若しくは各所属の管轄区域内の自治会等の組

織が主催する情報交換会等における会費、各所属に関係のある者が私傷病で

死亡した場合における弔慰金が挙げられます。 

  ※ 交際費は、各所属の代表として職名で出席するものに限り当該所属の必

要経費として使用が可能となっていることから、個人の生活費的な費途及

び個人的な経費として支出することは認めません。また、支部長又は消防

団長以外の消防団員の主催により開催する歓送迎会、新年会、忘年会等に

も支出することも認めません。 

 (2) 備品購入費 

   備品購入費は、各所属において消防団活動を行うに当たり所属消防団員が

共有で使用でき、その性質又は形状を変えることなく比較的長期間の使用に

耐える物品の取得に要する経費です。当該物品の購入金額は、入間東部地区

事務組合備品管理規程（平成３０年訓令第２８号）第２条第１号前段の規定

を準用し、購入金額を３万円以上とします。ただし、３万円以下のものであ

った場合でも修繕を行えば使用が可能であるものについても備品として取扱

うものとします。また、備品購入費を使用して物品を取得する場合は、事務

局において２年に一度の監査委員の消防団車庫への備品監査の際に監査委員

への説明を行うなど、購入物品を把握する必要があることから、３万円以上

のものの取得は事務局への事前の届出を行うこととし、３万円以下のものの

取得は事務局へ事後の届出を行うこととします。 

   なお、備品購入費を使用して取得した物品の修繕については、事務局にお

いて修繕ができないことから交付金を使用して修繕を行ってください。 
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 【備品として取扱う物品の例示】 

機械器具  
消防用ホース、消火用ノズル、救命胴衣、胴長靴、消防用ホー

ス巻取機、延長コード、投光器等 

庁用器具 
机、椅子、什器、ロッカー、暖房器具、電化製品（冷蔵庫、電

子レンジ、洗濯機、高圧洗浄機等）等 

 ※ 物品の取得に関し疑義が生じる場合には、必ず事前に事務局に相談してく

ださい。 

 (3) 消耗品費 

   消耗品費は、各所属において消防団活動を行うに当たり所属消防団員が個

人で使用する物品又は共有で使用するもののうち、短期間又は一度の使用に

より費消されるもの又は毀損しやすいもの若しくは修繕ができないものの取

得に要する経費です。当該物品の購入金額の上限は特段の定めはありません

が、購入の際は市場の価格調査を行った上での取得を心掛けてください。ま

た、備品購入費で取得した備品の修繕を行う場合も消耗品費から支出してく

ださい。 

 【消耗品として取扱う物品の例示】 

事務用品 
各種事務用紙、封筒、ボールペン、鉛筆、消しゴム、計算機、

糊、朱肉、ファイル、クリアフォルダ、各種テープ等 

庁用品 
ティッシュペーパー、トイレットペーパー、洗剤、水道ホー

ス、殺虫剤、清掃用具等 

個人用品 
皮手袋、ケブラー手袋、不織布マスク、防寒着、操法用靴、名

刺等 

その他 
消防団活動用飲料水、車載用地図、車載用ホワイトボード、ホ

ワイトボードマーカー、電池等 

 ※ 操法用の靴の取得など、１万円以上の消耗品の購入に関しては、必ず事前

に事務局に相談してください。 

 (4) 食糧費 

   食糧費は、各所属において災害、訓練、研修等の消防団活動を行った場合

の参加消防団員の食事に要する経費です。当該食事の提供は、災害時におけ

る消防団活動で４時間を超えた場合及び平時における消防団活動で昼食又は

夕食の提供が必要な場合とし、上限金額は、災害時は消防団長及び事務局が

協議の上で決定した額とし、平時は入間東部地区事務組合職員等の旅費の支

給に関する規則（平成３０年規則第３７号）別表の規定を準用して昼食代１

，５００円及び夕食代２，５００円の範囲内とします。また、飲食店におい

て食事を行う場合は、原則として入間東部地区事務組合管内の飲食店の利用

をお願いします。 
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   なお、食糧費の使用時において酒類の提供を受けること又は酒類を購入す

ることは厳禁としますので、それらの場合は必ず自己負担としてください。

この場合において、会計時に運営交付金の額と自己負担の額は、それぞれ別

の領収証の発行を飲食店又は販売店舗に依頼するようお願いします。 

 (5) その他の経費 

   その他の経費は、各所属又は消防団において消防団活動を行うに当たり上

記に掲げた支出項目に該当しないものに要する経費です。 

 【その他の経費として取扱うものの例示】 

通信運搬  切手、はがき、小包、書留、宅急便、電報、ファクシミリ等 

印刷製本 コピー、印刷等 

負担金 
消防団長が認める特定の消防団事業等において、当該事業に要

する経費の一部負担 

 

３ 使用に当たっての注意事項 

 (1) 交付金の管理 

   経理責任者（各所属の長（消防団長又は分団長））は、交付金の管理を徹

底してください。 

   なお、管理方法については、それぞれの判断により行うものとしますが、

通帳又は高額の現金を分団車庫に保管することのないようお願いします。 

 (2) 使用時の領収証又はレシートの受領 

   経理責任者は、交付金使用時において、必ず領収証又はレシート（原則は

領収証）を受領してください。また、受領した領収証又はレシート（以下

「領収書等」という。）は、運営交付金管理台帳作成時に使用しますので、

整理して保管してください。。 

 (3) 運営交付金管理台帳の作成 

   経理責任者は、交付金の使用ごとに運営交付金管理台帳を作成してくださ

い。運営交付金台帳は、消防団長が実績報告書を作成する際に必要な書類で、

当該実績報告書の提出時に関係書類として併せて提出され審査の対象となり

ますので、正確かつ適正な作成をお願いします。 

   なお、上記「第２ 事務手続 ７ 交付金確定」のとおり審査を行う中で

交付金の使途に疑義が生じるときは、消防団長に対しその内容を確認し当該

報告の修正を求める場合がありますので、あらかじめ御了承ください。 
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第４ 運営交付金管理台帳の作成 

１ 作成の目的 

  運営交付金管理台帳（以下「台帳」という。）は、各所属において交付金の

適正な使用を行うとともに、交付された交付金の正確な管理を行うこと及び実

績報告の際の参考資料とすることを目的に作成するものです。 

 

２ 作成の方法 

  年度ごとに新規の台帳を事務局から経理責任者に配付（毎年４月）しますの

で、交付金を使用したときは、必ず台帳を作成してください。 

 (1) 交付金の交付後 

   「運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】」の「交付金額欄」に各所属に交付さ

れた金額を記入してください。 

 (2) 交付金の使用後 

  ア 交付金の使用ごとに「運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】」の「月日」、

「項目」、「内容」、「支出額」及び「交付金残額」を記入してください。

また、使途項目ごとの「項目別支出簿【○○費】」も同様に「月日」、

「内容」、「支出額小計」及び「支出額累計」を記入してください。 

    なお、「運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】」においては「交付金残額」

を、「項目別支出簿【○○費】」においては「支出額累計」を記入するこ

ととなっており、記入内容が異なりますので注意してください。 

 【運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】及び項目別支出簿【○○費】作成例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【項目別支出簿【○○費】作成例】  

 の経費  
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 ※ 項目別支出簿の記入内容は、運営交付金差引簿と同内容としてください。 

 

 【参考：電子データでの作成例】 

 台帳と併せて電子データも配付しますので、電子データでの作成も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 電子データでの作成の場合、自動計算される箇所がありますので、作成時

に御注意ください。 

  イ 「運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】」及び「項目別支出簿【○○費】」

の作成後、当該支出に係る領収書等を「領収証又はレシート綴り」に貼付

してください。貼付後に領収書等の左側に項目別支出簿の支出番号を記入

してください。 

 

 

 の経費  
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    なお、領収証等は、必ず分団名が入ったものを貼付してください。 

 【領収証又はレシート綴り作成例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 領収証等は、紛失防止として剥がれないよう全部を貼り付けてください。 

 (3) 交付金の使用完了後 

  ア 全所属 

    経理責任者は、年度における交付金の使用完了後、「運営交付金差引簿

【ＴＯＴＡＬ】」の「交付金実績額」に年度に使用した運営交付金の全額

を、「【項目別実績額】」に項目別の実績額をそれぞれ記入して台帳を完

成させ、速やかに団本部に提出してください。 

    なお、電子データで作成した場合は、台帳完成後に「運営交付金差引簿

【ＴＯＴＡＬ】」及び「項目別支出簿【○○費】」を全て印刷し、文書で

の提出をお願いします。 

  イ 消防団長 

    消防団長は、自消防団の全所属から台帳が提出された後、「入間東部地

区事務組合消防団運営交付金 支出表」を作成してください。当該支出表

は計算すべき事項が多いため、可能な限り電子データで作成し、印刷後に

書面での提出をお願いします。 

    なお、電子データでの作成による入力事項は、次のとおりです。 

   (ｱ) 会計年度及び消防団名（消防団名はリストから選択） 

   (ｲ) 所属別交付金額 

   (ｳ) 項目別実績額（全所属） 

   ※ 上記以外の欄は、電子データにおいて自動計算されますので手入力は

しないでください（エクセルシート上のセルはロックしています。）。 

 

領収証 

○○消防団○○分団  様  ○○年○○月○○日 

金額  ￥５，０００－ 

① 

 
支出簿のここの

番号を記入 

食糧費の支出時は 

人数を領収証に記入 
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 【参考：電子データでの作成例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

  経理責任者は、台帳を作成するに当たり、作成方法等に疑義が生じた場合は、

事務局に必ず御相談ください。 

 

 

 の経費  



 

 

 

資 料 
 

１ 交付金申請関係書式 

  消防団運営交付金交付申請書（様式第１号（訓令第４条関係）） 

 

２ 交付金請求関係書式 

 (1) 消防団運営交付金交付請求書（任意書式） 

 (2) 消防団運営交付金振込口座（任意書式） 

 (3) 支払金口座振替依頼書（組合指定書式） 

 

３ 交付金変更申請関係書式 

  消防団運営交付金変更申請書（様式第３号（訓令第６条関係）） 

 

４ 交付金実績報告関係書式 

 (1) 消防団運営交付金実績報告書（様式第５号（訓令第７条関係）） 

 (2) 運営交付金支出表（団本部において作成） 

 (3) 運営交付金差引簿【ＴＯＴＡＬ】（各所属において作成） 

 (4) 運営交付金項目別支出簿【○○費】（各所属において作成） 

 (5) 領収証又はレシート綴り（各所属において作成） 

 

※資料の裏面に作成例を添付しています。（管理台帳関係の資料を除く。） 
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様式第１号（第４条関係） 

  

消防団運営交付金交付申請書 

  

年  月  日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

申請者 住所                  

消防団名     消防団        

階級氏名 団長・            

電話番号                

  

 消防団運営交付金の交付を受けたいので、入間東部地区事務組合消防団運営交

付金交付要綱第４条の規定により下記のとおり申請します。 

記 

１ 申請額                 円 

２ 申請内訳 

階級等 基準額 人数 小計 

団長  ３６，０００円   人 円 

副団長 ３６，０００円   人 円 

分団長（団本部） ３６，０００円   人 円 

分団長（団本部以外） ３０，０００円   人 円 

副分団長 ３０，０００円   人 円 

部長 ３０，０００円   人 円 

班長 ３０，０００円   人 円 

団員 ３０，０００円   人 円 

機関員 １０，０００円   人 円 

 



 

 

様式第１号（第４条関係） 

  

消防団運営交付金交付申請書 

  

令和○○年４月１日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

申請者 住所 ふじみ野市大井中央１－１－１９  

消防団名 ○○市町消防団        

階級氏名 団長・ ○ ○ ○ ○    

電話番号 ０４９－２６１－６６５９   

  

 消防団運営交付金の交付を受けたいので、入間東部地区事務組合消防団運営交

付金交付要綱第４条の規定により下記のとおり申請します。 

記 

１ 申請額  ２，７６４，０００円 

２ 申請内訳 

階級等 基準額 人数 小計 

団長 ３６，０００円  １人 ３６，０００円 

副団長 ３６，０００円  ２人 ７２，０００円 

分団長（団本部） ３６，０００円  ６人 ２１６，０００円 

分団長（団本部以外） ３０，０００円  ８人 ２４０，０００円 

副分団長 ３０，０００円  ８人 ２４０，０００円 

部長 ３０，０００円  ８人 ２４０，０００円 

班長 ３０，０００円  ９人 ２７０，０００円 

団員 ３０，０００円 ４３人 １，２９０，０００円 

機関員 １０，０００円 １６人 １６０，０００円 

 

 

作 成 例 

 ※申請日は、４月１日付け 

 

※申請者記入内容 

①住所：組合所在地 

②消防団名：自消防団名 

③階級氏名：消防団長氏名 

④電話番号：警防課直通番号 

 
※申請額は、申請内訳の

合計を記入 

※申請者記入内容 

①人数：令和４年４月１日現在の実員数を記入 

 ※「団員」階級に機能別団員の人数は除くこと。 

②小計：「基準額」×「人数」で算出した数値を記入 
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消防団運営交付金交付請求書 

  

年  月  日  

  

 入間東部地区事務組合 

 管理者         様 

  

請求者     消防団            

消防団長        印      

  

     年  月  日付け入東事消警第  号で交付決定のあった消防団運

営交付金を下記のとおり請求します。 

記 

１ 交付決定額             円 

２ 請求額               円 

３ 請求内訳 

 □ 団本部（分団長以上の階級の者）  

  人 × ３６，０００円 ＝           円 

 □ 団本部（班長及び団員の階級の者） 

  人 × ３０，０００円 ＝           円 

 □ 分団 分団員（分団長以下の階級の者）  

  人 × ３０，０００円 ＝           円 

 □ 分団 機関員（各分団正副機関員） 

  人 × １０，０００円 ＝           円 

４ 振込口座   別紙のとおり 

 



 

 

 

消防団運営交付金交付請求書 

  

令和○○年○○月○○日  

  

 入間東部地区事務組合 

 管理者 ○ ○ ○ ○ 様 

  

請求者 ○○（市町）消防団           

消防団長 ○ ○ ○ ○ 印      

  

 令和○○年○○月○○日付け入東事消警第○○号で交付決定のあった消防団

運営交付金を下記のとおり請求します。 

記 

１ 交付決定額  ２，７６４，０００円 

２ 請求額    ２，７６４，０００円 

３ 請求内訳 

 ☑ 団本部（分団長以上の階級の者）  

９人 × ３６，０００円 ＝   ３２４，０００円 

 ☑ 団本部（班長及び団員の階級の者） 

４人 × ３０，０００円 ＝   １２０，０００円 

 ☑ 分団 分団員（分団長以下の階級の者）  

７２人 × ３０，０００円 ＝ ２，１６０，０００円 

 ☑ 分団 機関員（各分団正副機関員） 

１６人 × １０，０００円 ＝   １６０，０００円 

４ 振込口座   別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 成 例 

公 

印 

 

※下記記入内容 

①交付決定額 

 管理者からの消防団運営交付金交付決定通知書に記載の交付決定を記入  

②請求額 

 交付決定額と同額を記入 

③請求内訳 

 ・該当する項目に☑を記入 

 ・該当する所属に人数を記入 

 ・人数×金額の算出値を記入（請求額と同額となる。） 

 ※請求日は、請求書提出日 

 ※管理者の氏名を記入 

 ※請求者は消防団長 

 
※公印は押さない。 

 事務局にて押印 

 

※日付及び文書番号は、管理者から

の消防団運営交付金交付決定通知書

に通知日及び文書番号を記入 

 

※その他添付書類 

①請求書別紙：振込先口座情報が記載されているもの 

②振込先口座の通帳の写し（口座情報の確認のため） 

③支払金口座振替依頼書（財務会計システムに登録するため）  



合
計
金
額

円

金
額

別
紙

消
防
団
運
営
交
付
金
振
込
口
座

消
防
団
名

分
団
名

金
融
機
関
名

支
店
名

口
座
種
別

口
座
番
号
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※
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①
消
防
団
名

自
消
防
団
を
記
入
（
電
子
デ
ー
タ
で
作
成
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リ
ス
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択
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②
そ
の
他

分
団
名
、
金
融
機
関
名
、
支
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名
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口
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種
別
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口
座
番
号
、
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座
名
義
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金
額
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入

※
１

誤
記
入
の
場
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は
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振
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で
き
な
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た
め
情
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す
る
こ
と
。

※
２

電
子
デ
ー
タ
で
作
成
の
場
合
は
、
合
計
金
額
は
自
動
計
算
さ
れ
る
も
の
。



№

〒　

住 所

氏 名 ㊞

電 話 番 号

所 属

記

支　店

□ □

店番 番・ 第 号

　  フ　リ　ガ　ナ

預 金 名 義 人

預 金 種 目 当 座 預 金 普 通 預 金

口 座 番 号

振 込 先 銀　　行

信用金庫

金 融 機 関 名 農　　協

支払金口座振替依頼書

年　　　月　　　日

入 間 東 部 地 区 事 務 組 合

会計管理者 様

　　　　　　消防団　本部 ・ 第　　分団

　入間東部地区事務組合から受ける　　　　年度消防団運営交付金を下記の預金口座へ振込
むよう依頼します。
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№

〒　

住 所

氏 名

電 話 番 号

所 属

記

支　店

□ ☑

店番 ＊＊＊ 番・ 第 号口 座 番 号

　  フ　リ　ガ　ナ ﾏﾙﾏﾙ（ｼﾏﾁ）ｼｮｳﾎﾞｳﾀﾞﾝﾎﾝﾌﾞﾀﾞﾝﾁｮｳ　ﾏﾙﾏﾙﾏﾙﾏﾙ

預 金 名 義 人
○○（市町）消防団本部団長○○○○

信用金庫

金 融 機 関 名 農　　協

預 金 種 目 当 座 預 金 普 通 預 金

　　○　○　○　○　㊞

　　０４９－２６１－６６５９

　　○○（市町）消防団　本部 ・ 第　　分団

　入間東部地区事務組合から受ける令和○○年度消防団運営交付金を下記の預金口座へ振込
むよう依頼します。

振 込 先 銀　　行

支払金口座振替依頼書

令和○○年４月１日

入 間 東 部 地 区 事 務 組 合

会計管理者 様

356－0058

　　ふじみ野市大井中央１－１－１９

作 成 例

※記入内容

①住所、氏名及び電話番号

各所属の経理責任者の情報を記入

※経理責任者の個人印を押印

②所属

各所属の名称を記入

○ ○ ○ ○ ○ ○

＊＊＊＊＊＊＊

※日付は、４月１日付け

※年度は交付年度

※口座情報は、正確に記入すること。

※支払金口座振替依頼書は所属ごとに作成して添付すること。
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様式第３号（第６条関係） 

  

消防団運営交付金変更申請書 

  

年  月  日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

申請者 住所                  

消防団名     消防団        

階級氏名 団長・            

電話番号                

  

     年  月  日付け  第   号で交付決定のあった消防団運営交

付金について、交付申請の内容を変更したいので、入間東部地区事務組合消防団

運営交付金交付要綱第６条第１項の規定により下記のとおり申請します。 

記 

１ 変更等の理由 

  

  

２ 変更の内容 

変更前 変更後 

  

３ 交付金の追加又は戻入の額 

 (1) 交付金の追加額               円 

 (2) 交付金の戻入額               円 

 



 

 

様式第３号（第６条関係） 

  

消防団運営交付金変更申請書 

  

令和○○年○○月○○日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

申請者 住所 ふじみ野市大井中央１－１－１９  

消防団名 ○○市町消防団        

階級氏名 団長・ ○ ○ ○ ○    

電話番号 ０４９－２６１－６６５９   

  

 令和○○年○○月○○日付け入東事消警第○○号で交付決定のあった消防団

運営交付金について、交付申請の内容を変更したいので、入間東部地区事務組合

消防団運営交付金交付要綱第６条第１項の規定により下記のとおり申請します。 

記 

１ 変更等の理由 

  所属消防団員が入間東部地区事務組合消防団条例第８条第１項の規定によ

り１０月１日付けで休団したことに伴う交付金算定人数及び交付金額の変更 

２ 変更の内容 

変更前 変更後 

①算定人数 

 分団  分団員（分団長以下の階

級の者） ７２人 

②交付金額 

 ２，１６０，０００円 

①算定人数 

分団  分団員（分団長以下の階

級の者） ７１人 

②交付金額 

 ２，１４５，０００円 

 ※ 交付金額の変更の算出は、訓令第２条第３項の規定により月割りにより

算出したもの。 

３ 交付金の追加又は戻入の額 

 (1) 交付金の追加額      ０円 

 (2) 交付金の戻入額 １５，０００円 

 

作 成 例 

 

※申請者記入内容 

①住所：組合所在地 

②消防団名：自消防団名 

③階級氏名：消防団長氏名 

④電話番号：警防課直通番号 

 ※申請日は、申請書提出日 

 
※日付及び文書番号は、管理者から

の消防団運営交付金交付決定通知書

の通知日及び文書番号を記入 

 ※変更理由は、具体的に記入 

 ※変更内容は、具体的に記入 

 

※交付金に戻入がある場合は、変更

申請時に併せて現金で提出するこ

と。また、変更があった所属の交付

金管理台帳も修正すること。 
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様式第５号（第７条関係） 

  

消防団運営交付金実績報告書 

  

年  月  日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

報告者 住所                  

消防団名     消防団        

階級氏名 団長・            

電話番号                

  

     年  月  日付け  第   号で交付決定のあった消防団運営交

付金について、交付金の対象となる消防団の運営に係る事業が完了したので、入

間東部地区事務組合消防団運営交付金交付要綱第７条の規定により下記のとおり

関係書類を添えて報告します。 

記 

１ 交付決定額               円 

２ 交付金実績額              円 

３ 添付書類 

 (1) 交付金の使途が分かる書類の写し 

 (2) その他管理者が必要と認める書類 

 



 

 

様式第５号（第７条関係） 

  

消防団運営交付金実績報告書 

  

令和○○年○○月○○日  

  

 入間東部地区事務組合管理者 様 

  

申請者 住所 ふじみ野市大井中央１－１－１９  

消防団名 ○○市町消防団        

階級氏名 団長・ ○ ○ ○ ○    

電話番号 ０４９－２６１－６６５９   

  

 令和○○年○○月○○日付け入東事消警第○○号で交付決定のあった消防団

運営交付金について、交付金の対象となる消防団の運営に係る事業が完了したの

で、入間東部地区事務組合消防団運営交付金交付要綱第７条の規定により下記の

とおり関係書類を添えて報告します。 

記 

１ 交付決定額   ２，７６４，０００円 

２ 交付金実績額  ２，７６４，０００円 

３ 添付書類 

 (1) 交付金の使途が分かる書類の写し 

 (2) その他管理者が必要と認める書類 

 

作 成 例 

 

※申請者記入内容 

①住所：組合所在地 

②消防団名：自消防団名 

③階級氏名：消防団長氏名 

④電話番号：警防課直通番号 

 
※日付及び文書番号は、管理者から

の決定通知書又は変更決定通知書の

通知日及び文書番号を記入 

 
※交付金実績額は、自消防団の全て

の実績額の合計を記入 

 
※運営交付金管理台帳を全ての所属

分添付書類として提出 



課長 副課長・副主幹 係長・主査 係

【事務局確認欄】

【事務局確認日】

　　　　　　年　　月　　日（最終確認日）

【事務局押印欄】

第１０分団 ¥0

第９分団 ¥0

第８分団 ¥0

第７分団 ¥0

第６分団 ¥0

第５分団 ¥0

第４分団 ¥0

第３分団 ¥0

第２分団 ¥0

第１分団 ¥0

団本部 ¥0

所属名 所属別交付金額 所属別実績額
項目別実績額

交際費 備品購入費 消耗品費 食糧費 その他雑費

【項目別実績額】

①交際費 ¥0 ④食糧費 ¥0

②備品購入費 ¥0 ⑤その他の経費 ¥0

③消耗品費 ¥0

交付金額 ¥0 交付金実績額 ¥0

返還額 ¥0

入間東部地区事務組合消防団運営交付金　支出表

会計年度 消防団名 消防団
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¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

【項目別実績額】

①交際費 ¥0 ④食糧費 ¥0

月日 項目 内容 支出額 交付金残額

②備品購入費 ¥0 ⑤その他の経費 ¥0

③消耗品費 ¥0

入間東部地区事務組合消防団運営交付金　差引簿【ＴＯＴＡＬ】

会計年度 消防団分団名 消防団

交付金額 交付金実績額 ¥0
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27 ¥0

26 ¥0

25 ¥0

24 ¥0

23 ¥0

22 ¥0

21 ¥0

20 ¥0

19 ¥0

18 ¥0

17 ¥0

16 ¥0

15 ¥0

14 ¥0

13 ¥0

12 ¥0

11 ¥0

10 ¥0

9 ¥0

8 ¥0

7 ¥0

6 ¥0

5 ¥0

4 ¥0

3 ¥0

2 ¥0

1 ¥0

入間東部地区事務組合消防団運営交付金　項目別支出簿【　　　費】

番号 月日 内容 支出額小計 支出額累計
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領収証又はレシート綴り

 22
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【問合せ先】               

  入間東部地区事務組合消防本部     

  警防課消防団係            

  電話番号 ０４９－２６１－６６５９  

  ＦＡＸ番号 ０４９－２６１－４３９５  
 


